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平成23年度 施策実施状況
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O計 画の各指標項目の進捗状況

募1榊燐鼎1冊 |
掏1蒻1働 | ‖睡 繊

訪間販売を望まない消費者のうち、訪間販売お断リシールを
貼つている人の割合

50.00/1 19.7% ※ 23年度の数値は、平成23年9月 ～10月 に実施した「堺
市政モニターアンケート」の結果による。

(参考)市政モニターアンケート(抜粋 )

○ あなたは、商品・サービスの販売を目的とした事業者の訪間を受けることを、      ○ 堺市では、望まない訪問販売による消費者被害を防ぐため、「訪問販売お断り

シール」を作成し、配布しています。「訪問販売お断リシール」を利用していますか。どのように感じていますか。

選択項目 E・Il書書鞍 構成絶 1,3)

1 来て:ま しくない

2 来てもよしヽ時がある

3 楽てもまし

そα月畿

難霧鶴

言|(IEIl警 機構数 ) ま000

(参考)市政モニターアンケート(抜粋)

○ あなたは堺市立消費生活センターを知っていますか。

選択項彗 回彗者数 構成比 (9も〕

1 利用している

2 知らなかつたが今後利用したし

3 鶴つてしヽるが利用 t′ てしヽな 1,

4 知事43‐か・)たし今後fll露 するつもりもなしヽ

無回ヽ
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計 :国 呑 者 :じ数 ) 400 1000

※ 23年度の数値は、平成23年9月 ～10月 に実施した「堺
市政モニターアンケート」の結果による。

【指標②】

躙ⅢⅢ隧 1計画鐘茸1時| ‖菌標磁‖

消費生活センターの役割を知っている人の割合 22.0% 50.0% 36.7%

選 択壌 自 置 絆 者 数 構 成 比 て%)

1 名前 も投書1も知ってしヽる 18, 867

2 名前 1ま知つているが 、役灘までは知 らなしヽ

S 名前も役 書時 知 ら11し 214

無回答

誠 (彗 答者総数 ) 10り 0



※ 23年度の数値は、平成23年 9月 ～10月 に実施した「堺
市政モニターアンケート」の結果による。

(参考)市政モニターアンケート(抜粋)

○ あなたは、消費生活に関連する制度や法律。条例などを知っていますか。

【クーリング・オフ】

(参考)23年度アクセス状況 (1月 中旬にホームページをリニューアル )
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【指標⑤】

(参考)23年度相談状況



○ 各施策の実施状況

【重点施策】

≪1消費者の権利の尊重 ～消費生活の安全・安心の確保～≫

(3)取引の適正化

① 条例違反事業者に対する指導口勧告・公表
翻
Ⅲ

知
釧

‖‖Ⅲi袢職策1樺凶1容1動1画1語載Ⅲi颯鋤

1

不当な取引行為に対する調査指導等

消費生活
センター

Э 下記のとおり指導を行い、是正を求めました。

実施件数 対象事業者の主な業種

指導 6件

ハウスクリーニング、換気扇フィルター等の訪間販売
テレビ放送サービス等の訪間販売
火災警報器の訪間販売
新聞購読契約の訪間販売

○ 弓|き続き、相談情報等から条例違反行
為が行われていないかを注視し、行われて
いる疑いがあれば速やかに調査を実施し、
大阪府等の関係機関とも連携して指導を
行います。
また、新たな手 口に対応するため、条例。

施行規則の改正を検討します。

○ 消費生活相談情報等に基づき、不当な取引行為
が行われている疑いがあると認めるときは、堺市消
費生活条例に基づき、当該事業者に対して資料提
出要求や立入検査等必要な調査を行い、必要な場
合には違反行為を是正するよう指導・勧告し、また、
必要な情報を消費者に提供することで、被害の拡大
防止及び再発防止を図ります。

② 法令遵守のための啓発・指導

節 1輻 イ繹暉儡絣鶏飩¶鰤当川Ⅲ‖‖‖1憮 1備内:容(計画

'記

1載‖旅榊‖庭萎塾雖
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事業者団体との連携による適正な事業活動の推進

消費生活
センター

○ 事業者団体との意見交換会等において、現在
の相談事案の傾向や問題と思われる点、今後の対
応等について意見交換を行い、適正な事業活動の
推進を要請しました。

(意見交換等を実施した業種 )

● 保険
● 金融 (クレジット事業 )

● 新聞販売
● ヲ1越

○ 弓|き続き事業者団体との意見交換等を
通じ、適正な事業活動の推進を要請して
いきます。

○ 事業者団体に対し機会を設け、消費生活センター
に寄せられた相談事例の紹介、特定商取引に関す
る法律、消費者契約法など消費生活関連法令の改
正や条例の周知などを行い、事業者団体を通じて、
事業者と消費者との間に生じた苦情処理の体制整
備、事業者自らが事業活動に関して遵守すべき基
準の作成の支援等につなげることにより、市民の消
費生活における利益の擁護及び増進を図ります。



③ 不招請勧誘への対応
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不招請勧誘への対策

消費生活
センター

oホ ームページヘの掲載や区役所への配架等に
よつて訪間販売お断リシールの周知を図るとともに、
訪問販売を行う事業者に対して、本市における不招
請勧誘への規制 (消費生活条例や訪問販売お断り
シール)について説明し、適正な事業活動の推進を
要請しました。

○ 不招請勧誘への対策として行つている
訪問販売お断リシールに関しては、いまだ

周知度が高いとは言えない状況にあるた
め、消費者・事業者に対し周知を図り、被
害の未然防止に努めます。

(※市政モニターアンケートの結果、シール
を知つている人の割合は、44.2%。 )

○ 訪問販売・悪質訪問販売お断リシールや啓発チラ
シの配布等によつて、消費者及び事業者に対して
不招請勧誘に関する啓発を行うとともに、消費者の
意思表示を明確化することで、トラブルの未然防止
を図ります。

≪2消 費者の自立の支援等≫

(1)消 費者啓発の推進

① 情報提供の推進

91
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1

消火器口住宅用火災警報器等に関する情報提供の推進

予防査察
課

○ 消火器や住宅用火災警報器だけではなく、他
製品の自主回収情報やスプレー缶、蛍光灯の事故
情報、ライターの販売規制などについてホームペー
ジに掲載し、広く市民に情報提供を行いました。

○ 自主回収情報や事故情報は市民に素
早く伝える必要があるので、ホームページ
を利用し迅速かつ正ししν情報を提供して
いきます。

○ 消火器や住宅用火災警報器等の悪質訪問販売
や不具合発生事案、メーカーからの情報などを、
ホームページや広報さかいを活用して市民に提供し
ます。

2

食品衛生知識の普及啓発

食品衛生

課

O福 島原子力発電所事故に関連した晨畜水産物
の出荷制限や検査結果についての情報や牛肉の
生食による食中毒の注意喚起といった食の安全性
確保に関する情報を、パンフレジト、ホームページ、
広報さかいなどに掲載し、市民への周知、啓発を図
りました。

○ 一般的な食中毒予防をはじめ、生食用食肉の

規格基準や食品取扱施設の衛生管理に関する講
習会および食品添加物・残留農薬・放射性物質に
関する意見交換会を開催し、広く食の安全に関する
知識の普及に努めました。

〇 近年、食品の安全性や信頼性を揺るが
す事件が続発し、食に対する市民の不安
や不信感がつのっている状況にあります。
今後も食品衛生に関する正しい知識やわ
かりやすい情報を幅広く市民へ提供できる
ようさまざまな媒体を用いて発信していきま
す。

○ 食の安全性確保に関する情報を、パンフレット、
ホームページ、広報さかいなどにより、迅速かつわ
かりやすく提供します。

○ 講習会や意見交換会 (リ スクコミュニケーション)を
開催し、食の安全に関する知識の普及を図ります。



3

消費者啓発のための講演会の開催

消費生活
センター

○ 下表のとおり2回の講演会を開催しました。

開催日時 テーマ 講師

5月 26日 (木 )

1310～ 15:00

よトレ…サビリティ制度と食品表示
・表示から知る、米及び食品の生産・加工・流通の過程～

近畿農政局 大阪農政事務所

玄行正充さん

奥村鋭行さん

11月 15日 (火

14:30～ 16:00
女射線と安全なくらしのおはなし

大阪府立大学地域連携研究機構

放射線研究センター長

奥田修―さん

○ 弓|き続き最新の社会問題などをテーマ

に市民向け講演会等を開催します。○ 消費生活に関する正しい知識の普及と情報の提
供等、啓発活動を推進し、消費者の自立支援と消
費生活の安定及び向上を図るため、最新の社会問
題などをテーマに市民向け講演会等を開催します。

4

街頭啓発等の実施

消費生活
センター

○ ヤ肖費者月間の啓発活動として、市役所入 日付
近にて啓発パネル展示を行うとともに、消費者問題
に関心の高い市民の協力を得て、来庁者に対して

啓発チラシ等の配布を行いました。(5/9～ 5/10)

○ 各区で行われた区民まつりの会場において、来
場者に対して啓発チラシ等の配布を行いました。
(全7区において実施 )

○ 弓|き続き、消費者月間や区民まつり等
の様々な機会を捉えて啓発活動を行いま

す。また、24年度に創設する「堺市くらしの

サポーター」制度を活用し、消費者と連携
した取組を推進します。

○ 消費者月間等の機会を提え、駅頭や街頭で啓発
チラシ配布などの啓発活動を行います。

5

広報紙、ホームページによる情報提供

消費生活
センター

○ 市内全戸に配布される広報さかいに毎月啓発
記事を掲載し、市民に対して情報提供を行いまし
た。

猾
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=111!場
婆舞議ネ1容 鰹 薦薔掘裁1雨杏

クリーニングでのトラブルにご注意を 暮美歯科の契約は慎重に

火災保険と住宅リフォーム 公ヽ開株。社債詐欺にご注意

芳帯電話のゲームなど高額請求にご注
スマー トフォンを契約する前に

海外航空券インターネットでの予約に

ご注意

訪問販売の不要な契約にクー リング・

オフ

IHコ ンロを使用するときは説明書の確

訳 を
1月

インターネット不用意なクリックにタ
を付けて

賃貸契約の連帯保証人・保証人になる

前に

占で発行されるポイン ト 利用条件σ

確認を

○ 消費者がより閲覧・検索しやすく、求める情報を
的確に得ることができるよう、消費生活センターの

ホームページをリニューアルし、掲載情報の充実を
図りました。また、緊急情報等を即時に掲載するシス
テムを構築しました。

○ 弓|き続き広報さかいに唇発記事を掲載
するとともに、リニューアルしたホームペー

ジを活用し、一層の掲載情報の充実や迅
速な情報提供を図ります。また、様々な啓
発の機会を通じてホームページ情報のPR
を行います。

O 広報さかいやホームページを利用し、消費者、市
民にとつて有益な情報提供を行います。消費生活セ
ンターに寄せられた相談情報や全国的な消費者被
害の傾向をもとに、消費者、市民にとつて必要な情
報が何であるかを提え、ニーズに応じた内容の充
実、早期の発信。更新を行い、また、消費者が消費
者問題について学習するための情報なども掲載し、
消費者被害の未然防止に努めます。



6

啓発用資料の充実

消費生活
センター

O相 談件数の多いトラブル事例やその対処法、そ
の他消費生活に関するパンフレット等を作成・収集
し、消費生活センター、各区役所、庁内関係部局等
に配架するとともに、関係団体への配布を行いまし
た。
また、新たに市内の公民館 (6か所)にパンフレット

スタンドを設置し、啓発資料の配架場所の拡充を図
りました。

○ 弓|き続き、啓発資料の拡充を図るととも
に、配架場所の拡充等、より効果的な配布
方法を検討します。

○ 消費生活における代表的なトラブル事例や消費者
関連法規の改正などの情報を掲載した啓発冊子や
パンフレット等の啓発資料を作成し、市民に広く配
布します。また、啓発資料の配架場所の拡充を図り
ます。

7

情報コーナーの活用

消費生活
センター

○ 消費生活センター情報コーナーにおいて、様々

な消費生活に関する資料の配架やパネル展示、図
書やビデオ、DVDの閲覧。貸出を行うとともに、法改
正や新たな消費生活上の課題に対応するため、配
架資料や書籍等の充実を図りました。

○ ィヾンフレットや図書等、最新情報資料
の整備を行い、情報コーナーの一層の充
実を図ります。

○ 消費生活センター情報コーナーにおいて、消費生
活に関する行政資料、図書、雑誌、暮らしに役立つ

情報や悪質商法に関するチラシの配架やパネル展
示を行います。また、図書やビデオ、DVDの閲覧
コーナーを設けるとともに、貸出も行います。

② 地域、関係団体等との連携
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地域のネットワークを活用した消費者の見守り

消費生活
センター

○ 民生委員等、見守り活動を実施されている方々

を対象に、最近の被害事例の紹介や見守りの際の

気づき。対応のポイント等を内容とする出前講座を
実施し、見守り強化を呼びかけました。
・開催回数 :5回

・参加者数 :79人

○ 福祉部局や関係機関との連携を図り、
見守り活動強化に向けた取組を実施しま

すヽ
い
。

○ 自治会、民生委員。児童委員、校区福祉委員会等
地域のネットワークや消費者団体等と連携し、啓発
冊子の配布や高齢者の消費者被害防止の見守りを
強化します。

○ 堺市消費者啓発員に見守りに関する研修を実施
し、各地域団体等への出前講座等で見守り]会化を
呼びかけます。



③ 高齢者、障害者、若年者等に対する啓発の推進
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新入社員防火教室の実施

予防査察
課

○ 今年度も2日 間で300人を超す新入社員が受
講しました。火災事例についての講義や、応急手当
の講義、消火器の取扱い訓練、地震体験車を使っ

た地震体験など行いました。
救急隊による応急手当を学ぶ講義では、近年の災

害に対する関心が高まっていることもあり、積極的に
参加する新入社員の姿も見られました。

○ 受講に関してアンケートを取り、受講者
のニーズを次回に活かすなど改善を図りま
す。

○ 消防局協力団体に加入している事業所の新入社
員を対象に、事業所において役立つ防火に関する
知識や対策を学ぶ新入社員防火教室を実施しま
す。また、消火器・住宅用火災警報器などの取扱方
法や事故事例の周知、悪質訪問販売などに関する
啓発なども併せて行います。
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防火訪間の実施

予防査察
課

○ 平成23年8月 から平成24年 3月 にかけて、75
歳以上の高齢者のみの世帯約14,000世帯に防火
訪間を実施しました。

○ 高齢者に対し、住宅用火災警報器の設置促進
及び火災予防対策の周知に加え、リーフレットなど
を活用して不当な訪問販売などへの注意喚起を行
いました。

○ 平成 24年度以降についても、年度を
通じて約13,000世帯を対象に継続実施す
る予定です。

○ 高齢者等や緊急通報装置所持者に対する防火訪
間を実施し、防火について指導を行うとともに、悪質
訪問販売による被害予防対策や家電製品等による
事故発生を防ぐため、パンフレット等の配布、ストー
ブやコンロなどの取扱いの注意事項等を指導し、啓
発を行います。
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出前講座の実施

消費生活
センター

○ 高齢者や若年者を中心に出前講座を実施し、
消費者被害の未然防止を図りました。

・開催回数 :15回
・参加者数 :679人

(なお、出前講座としては、上記以外に、見守り活動
を実施されている方々を対象に5回 (79人参加)実
施しています。)

○ 弓|き続き高齢者や若年者を対象とした
出前講座を実施し、消費者被害の未然防
止を図ります。また、出前講座の一層の周
知を図ります。

○ 消費生活の複雑・多様化に伴い深刻化している消
費者被害を未然防止するため、大学や地域の集まり
などにおいて出前講座を実施し、若年者や高齢者
を重点的に啓発します。
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啓発資料の充実等

消費生活
センター

○ 啓発チラシや冊子を作成し、各区役所等の市施
設や市内大学等に配架するとともに、出前講座等に
おける資料として使用しました。

○ 弓|き続き啓発資料の充実を図るととも
に、より効果的な活用方法を検討します。○ 庁内関係各課と連携し、高齢者、障害者、若年者

向けの啓発チラシや冊子などの啓発資料の充実や
配架を図り、また、見守り情報の提供を推進します。



④ 環境に配慮した活動の推進

堺エコロジー大学の展開

環境総務
課

して、子どもから○ 一般講座として、子どもから大人まで幅広い

を対象にした様々なプログラムを実施しました。
<実績 >平成23年度一般講座数 136講座 (う

ち主催講座62講座、連携講座74講座 )

○ 専門コースとして、本市主催による講座を実施
するほか、大阪府立大学の環境人材育成教育プロ

グラム「環境学」とも連携し、より専門性の高いカリ
キュラムを実施しました。

<実績 >平成23年度専門コース受講生 20名

○引き続き、一般講殴 して子どもから大
人まで幅広い層を対象にした様々なプログ

ラムを実施し、市民の環境意識の向上を図
ります。

○引き続き、専門コースにおいて大阪府立
大学等と連携し、専門性の高いカリキュラ
ムを実施し、環境活動実践者の育成を図り
ます。また、「堺エコロジー大学サポーター

登録制度」を新設し、専門コース修了生を
環境活動実践者として本市環境局所管事
業へ活用します。

○ 市民の環境意識の向上と環境共生のまちづくり
支える人材を育成するため、市民、NPO、 企業、大
学等と連携し、堺エコロジー大学を展開します。

○ 一般講座は子どもから大人まで幅広い層を対象に
した様々なプログラムを実施します。

○ 環境活動実践者育成のため、専門コースを設定、
大阪府立大学の環境教育プログラムとも連携し、専
門性の高いカリキュラムを構築します。

堺市建築物総合環境評価
日から堺市で受け付けをおこなっています。堺市で
の受け付け件数は11件で順調に届出されていま
す。その内の1件が「大阪府サスティナブル建築賞」
の奨励賞を受賞しました。

○届出が任意の建築物についても届出が

されるよう、さらに建築主、設計者の自主的
な取り組みを促すようなインセンティブを設
ける必要があります。また今後、堺市独 自
の表彰制度を実施していきます。

好な都市環境の形成を図るため、総合的な環
配慮への対策が求められており、環境性能の高い
建築物が建築されるよう、公表や顕彰を実施し、建
築主、設計者の自主的な取り組みの普及促進を図
ります:
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環境教育推進事業

学校企画
課
(計画策
定時の表
記は「学
校企画担
当」)

○グリーンカーテン整備
・小学校29校、中学校8校、支援学校2校 計39校
で実施しました。
・実施校では、環境教育指導計画を作成し、学習活

動を実施しました。
・取組の様子は随時HPや学校便り等に掲載し、情
報発信を行いました。
・平成23年 10月 1日 (月 )～ 10月 13日 (金)堺市役

所高層館 1階ロビーにて、「グリーンカーテン整備事

業展示会」を実施しました。事業実施に取り組んだ

学校の気温測定の結果、栽培記録、児童生徒のグ

リーンカーテンに関する作文・絵画等を掲示しまし

た。

○環境教育プログラム
・小学校7校で実施しました。
・実施校では、「エネルギー」や「生物多様性」を
テーマにプロジェクト型学習を実施し、子どもたちが

当事者意識を持って身近な環境問題に向き合う姿
勢を育みました。
・実施校は学習成果を校内発表で発表する他、平

成24年 2月 18日 (土)堺市産業振興センターで実

施した「堺。子ども
″
ゆめ

″
フォーラム」において、広く

市民に向けて発表しました。

○グリーンカーテン整備
・実施校の校種の幅を段階的に増やして
いくとともに、各校で作成した環境教育指
導計画に基づき、小学校低中学年の栽培
体験活動、小学校高学年。中学校での総
合的な学習の時間での体験活動、児童
会・生徒会活動、委員会活動、支援学校
での実施など、各学校の実態に応じて取り
組みます。

○環境教育プログラム

平成21年 5月 に策定した「堺市環境教育
基本方針」に基づき、持続可能な開発のた
めの教育「ESD(Educttbn br Sust」 nabЮ

Devdopment)」 とキャリア教育の視′気を取り
入れた小中学校での環境教育を推進しま

す。これまでの、エネルギー、水資源、地
球規模の温暖化、異常気象、食糧問題等
といった自然、生命に関するテーマにとど
まらず、福祉、平和、開発、ジェンダー、子
どもの人権、国際理解、貧困、識字、エイ
ズ、紛争防止などを総合的に関連づけた

幅広い視点から学習を展開し、子どもたち
が主体的に環境保全に取り組む実践力を

育みます。またその成果は、校内発表の

他、平成25年 2月 実施の「堺。子ども“ゆ
め"フォーラム」で広く市民に向けて発表し
ます _

○

○

○

【環境教育プログラム実施】市内企業・大学等の協
力も得ながら、環境と食・生物多様性・水等の関係
性をテーマにプロジェクト型学習に取り組みます。
【エネルギー教育プログラム実施】太陽光発電シス

テム設置校を対象にプロジェクト型学習に取り組み
ます。
【グリーンカーテン整備】ゴーヤ栽培によるグリーン

カーテン作りに取り組みます。
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